




学校時代の 1891 年 9 月 14 日。校舎の落成からちょうど一年経ったころに台風の直撃
にあい、寄宿舎と幼稚園舎を中心に建物が崩れ落ちてしまった。それから一か月たっ
た 10 月 15 日には、先の台風での被害がなかった校舎が全焼し、この時、創設に関す






1886 年 11 月に来日して以来、しばしばメソヂスト教会の週刊新聞である“Christian 
Advocate”に投稿している。そこには父であるジェームズ・ウィリアム・ランバス
（James William Lambuth）、母メアリー・イザベラ・ランバス（Mary Isabella Lambuth）
ら、ランバス一族が訪れた地での彼らの働きや、状況が記されているほか、後述する







（ 1 ） 『広島女学院百年史』、広島女学院百年史編集委員会編、広島女学院、1991 年、224 ～ 225 頁。





































（ 4 ） 同上、21 頁。
（ 5 ） 『創立五十周年記念誌』、広島女学院、1936 年、19 頁。































（ 7 ） 『ゲーンス先生』、48 頁。
（ 8 ） 同上、218 ～ 219 頁。















　砂本は 1857 年に広島の甲斐で生まれた。早くに父を亡くし、17 歳で船乗りになる
べくロンドンを目指して航海に出た。しかし船中のトラブルがもととなり、サンフラ




















（14） 『広島女学院を創立した人たち』、今田寛、広島女学院、2008 年、8 頁。
（15） 『広島女学院百年史』、12 頁。
















































　老ランバス夫婦と後に琵琶湖巡回担当となった O.A. デュークスの 1886 年 10 月 25





































































　また、「南メソヂスト監督教会ジャパン・ミッションは 1888 年 9 月 3 日の年会で神
戸と広島にそれぞれ男子校と女子校を設立することを決議したが、それはランバスの
提案によるものであった」（35）ことが記されており、さらには『関西学院キリスト教教






















（36） H.D. ハート、宮田満雄訳、「W.R. ランバス―宣教師としての生涯と事業」、『関西学院キリスト教教育






























集をしているものを見つけることが出来た。とくに、1887 年 5 月 28 日付の記事は、
これまでゲーンス招聘のもととなった記事について語られてきた内容に近いものがあ
る。それを以下に紹介したい。
2-1　1887 年 2 月 12 日
　ランバスが砂本の導きによって、父である老ランバス、デュークスと共にはじめて
広島に行って記したフィールドノートが 1887 年 2 月 12 日発行の 7 頁に掲載されてい
る。ランバスが広島で老ランバスやデュークスと共に英語を教えており、どこの学校
でも 3 ～ 4 名がキリスト教に興味を持っている生徒がいることが報告されている。




















2-2　1887 年 5 月 7 日の記事から（“TIDINGS FROM JAPAN”）









えている。よほど人手不足であったのだろうか。10 ～ 6 月までの短期間でも構わな
いので助け手を送って欲しいということが再三述べられている。
2-3　1887 年 5 月 28 日の記事から （“WOMEN WANTED FOR JAPAN. WHO WILL 
GO.”）
　ところが、2 週間後の 5 月 28 日の号に投稿されたものでは、求める人物像に顕著























た伝道局の追記がある（“The Board appropriated money for two women in response to this 
appeal.）。








　記事には 4 月 6 日から 10 日の伝道の成果が記されている。
　4 月 7 日の部分には、「私たちは本当に女性を必要としています。求めに応じて自
給可能な女子校を建てることが出来るのではないかと思います。40 名以上の女性ひ
とクラスまたは、ふたクラスが一週間のうちに集められるのではないでしょうか」と
（42） 『広島女学院百年史』、25 頁。
164－　　－
N.B. ゲーンスの来日のきっかけについての一考察
いう女子教育に関する記述がある。実際に、デイジーのところには数名の日本人女性
が毎日学びのために訪れ、母ランバスとデュークス夫人もその教育にあたっているの
に、それら日本人女性からは「キリスト教についてもっと知りたい」との切望があっ
た様子が記されている。
　しかし一方で、「ああ、お父さん、日本は 10 年間教会に助けてもらえたら…そうし
たらあとは自助できるでしょう。私は耐えられなくて燃え尽きてしまいそうです。私
は窮状を見ながら手の出しようのないことに耐えられないのです。」といった宣教に
対する苦悩の言葉も記されている。
　とくに、豊後（大分）での月 120 ドル・家付きという外国人教師募集に応募者がい
ないことが記され、自分の子どもたちの養育費補助や宣教師手当である年 300 ドルを
差し出してもよいとまでデイジーは綴っている。
　手紙の最後には「ああ、お父さん、私たちはこの仕事に真面目に取り組んでいま
す。私たちを助けて！ああ、助けて！」といった一文もあり、デイジーたちが深い苦
悩の中で宣教のわざについていたことが分かる。
　ゲーンスは“Christian Advocate”をよく読んでいた（43）ので、おそらくかつてのルー
ムメイトの友人の窮状に目を留め、心動かされるものがあったと思われる。
　なお、『ゲーンス先生』には、ゲーンスが日本に向かうのと同じ船に、中国に向か
うW.B.バーク牧師と日本へ向かうもう一人の宣教師C.B.モズレー牧師も乗っており、
「この人たちもまた、デイジー・ランバスの呼びかけに心動かされて日本宣教への献
身を決意すると、伝道局には旅費捻出の苦労もさせないで旅路についた」（44）とあるこ
とから、デイジーのこの記事がバークやモズレー、ゲーンスに大きな影響を与えたこ
とがうかがわれる。
３．まとめ
　ゲーンス来日のきっかけとなった I.G.John 署名の記事は依然として未発見である。
しかし、ランバスによる女性教師の派遣要請および女子学校設立にいたった背景をう
かがわせるいくつかの史料は発見できた。中でも、デイジーの肉声に近い記事が、
ゲーンス来日の決意に影響を及ぼしたであろうことは十分に推察できる。
　今後、I.G.John 署名の記事の所在を継続して探すとともに、ランバス夫妻によるこ
れらの記事との関連について考察を深めたい。
（43） 『ゲーンス先生』、13 頁。
（44） 同上、40 頁。
